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徳

川

宗

春

側

室

阿

薫

の

出

自

 

大

野

 

健

 

一

．

は

じ

め

に
 

 

尾

張

藩

七

代

藩

主

徳

川

宗

春

は

、

幕

府

の

倹

約

令

に

背

い

た

開

放

政

策

で

享

保

か

ら

元

文

に

か

け

て

名

古

屋

に

空

前

の

活

況

を

も

た

ら

し

た

。

鼈

甲

笠

に

緋

の

召

物

、

白

牛

の

背

に

揺

ら

れ

長

煙

管

を

く

ゆ

ら

す

所

謂

「

派

手

好

き

」

の

宗

春

は

、

多

く

の

側

室

を

持

っ

た

が

終

生

正

室

を

定

め

な

か

っ

た

。

正

室

を

定

め

る

こ

と

は

制

度

で

は

な

い

が

、

高

貴

な

出

自

の

伴

侶

を

得

る

こ

と

で

よ

り

一

層

の

権

威

付

け

を

図

る

手

段

で

は

あ

っ

た

。

見

栄

え

に

気

を

配

り

、

大

胆

な

行

動

力

の

あ

っ

た

宗

春

が

正

室

を

迎

え

な

か

っ

た

理

由

を

考

察

し

た

こ

と

が

本

稿

の

発

端

で

あ

る

。

 

 

八

年

余

り

の

治

政

の

後

、

宗

春

が

閉

門

蟄

居

と

な

っ

た

後

、

六

名

の

側

室

の

行

方

を

『

金

府

紀

較

抄

』

が

記

し

て

い

る

。

江

戸

下

屋

敷

に

部

屋

を

得

た

者

、

親

元

に

戻

さ

れ

た

者

、

宗

春

の

母

宣

揚

院

の

預

か

り

と

な

っ

た

者

、

と

様

々

だ

っ

た

が

、

終

生

宗

春

と

共

に

暮

ら

し

た

女

性

は

、

た

だ

一

人

。

そ

の

名

を

「

い

つ

み

」

と

い

っ

た

。

 

 

こ

の

側

室

「

い

つ

み

」

が

本

稿

で

取

り

上

げ

る

阿

薫

で

あ

る

。

 

彼

女

の

死

後

に

は

『

阿

薫

和

歌

集

』

が

編

ま

れ

た

。

そ

の

跋

文
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に

「

容

儀

す

ぐ

れ

て

婦

徳

を

お

さ

め

小

星

の

光

お

は

す

…
…

」

と

記

さ

れ

、

生

年

月

日

や

父

母

な

ど

出

自

が

明

確

に

綴

ら

れ

て

い

る

の

だ

が

、

筆

者

は

敢

え

て

こ

れ

に

疑

義

を

呈

し

、

読

者

の

賢

明

な

判

断

を

仰

ぎ

た

い

。
 

 

二

．

御

三

家

正

室

の

家

格

 

 

尾

張

藩

主

の

部

屋

住

み

の

弟

た

ち

は

、

当

主

に

万

一

の

こ

と

が

あ

れ

ば

、

宗

家

を

相

続

し

御

三

家

当

主

に

相

応

し

い

正

室

を

迎

え

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

支

藩

な

ど

家

を

持

つ

前

に

迎

え

る

妻

は

、

必

ず

し

も

身

分

の

高

い

家

柄

と

い

う

わ

け

で

は

な

か

っ

た

。

宗

春

の

兄

の

継

友

は

、

藩

主

と

な

っ

て

か

ら

摂

家

の

近

衛

家

の

息

女

を

迎

え

た

。

 

一

方

、

早

く

か

ら

相

続

が

見

込

ま

れ

て

い

た

四

代

藩

主

の

吉

通

の

正

室

も

同

様

に

摂

家

の

九

条

家

の

息

女

で

あ

る

。

 

紀

州

家

は

ど

う

だ

ろ

う

。

四

男

の

吉

宗

は

紀

州

藩

主

と

な

っ

て

か

ら

伏

見

宮

の

女

王

を

正

室

に

迎

え

て

い

る

。

そ

の

父

で

二

代

藩

主

光

貞

の

正

室

も

同

じ

く

伏

見

宮

の

女

王

で

あ

る

。

 

御

三

家

の

序

列

で

は

家

康

の

九

男

義

直

を

祖

と

す

る

尾

張

の

方

が

十

男

頼

宣

を

家

祖

と

す

る

紀

州

よ

り

上

な

の

に

、

正

室

の

家

格

で

は

逆

転

し

て

い

た

。

結

局

、

八

代

将

軍

選

び

の

際

、

昔

の

長

幼



p. 3 「徳川宗春側室阿薫の出自」 

 

の

序

に

安

住

し

て

い

た

尾

張

は

、

政

略

結

婚

で

家

格

を

上

げ

て

い

っ

た

紀

州

に

敗

れ

た

。
も

ち

ろ

ん

理

由

は

他

に

も

あ

っ

た

だ

ろ

う

。 

御

三

家

で

上

位

な

の

だ

か

ら

宮

家

よ

り

上

位

の

家

か

ら

正

室

を

迎

え

て

何

が

悪

い

も

の

か

、

と

派

手

好

き

な

宗

春

な

ら

考

え

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

皇

子

の

娘

で

あ

る

女

王

の

格

上

と

な

る

と

天

皇

の

娘

、

す

な

わ

ち

皇

女

と

な

る

。

 

筆

者

は

、

享

保

十

六

（

一

七

三

一

）

年

に

適

齢

の

皇

女

を

探

し

て

み

た

。

中

御

門

天

皇

の

第

一

皇

女

は

、

ま

だ

十

一

歳

。

先

代

の

東

山

天

皇

に

は

存

命

の

皇

女

な

し

。

さ

ら

に

一

代

遡

っ

た

霊

元

上

皇

（

仙

洞

殿

）

の

皇

女

を

探

し

た

と

こ

ろ

、

た

だ

一

人

、

十

八

歳

独

身

の

内

親

王

が

見

つ

か

っ

た

。

霊

元

天

皇

第

十

三

皇

女

八

十

宮

で

あ

る

。

二

歳

に

し

て

幼

将

軍

家

継

と

婚

約

し

徳

川

へ

の

初

の

降

嫁

が

企

図

さ

れ

た

が

、

翌

年

、

相

手

の

早

逝

で

破

談

に

な

っ

た

政

略

婚

の

悲

劇

の

皇

女

と

し

て

名

高

い

。

五

年

前

に

親

王

宣

下

が

済

み

吉

子

内

親

王

と

な

っ

て

い

た

。

 

慣

例

と

し

て

皇

女

の

母

が

女

御

以

上

か

、

宮

や

摂

家

に

嫁

ぐ

場

合

に

の

み

親

王

宣

下

が

な

さ

れ

る

。

母

松

室

敦

子

は

中

臈

で

最

初

の

条

件

に

当

た

ら

な

い

。
と

す

る

と

親

王

宣

下

当

時

、
霊

元

院

は

、

八

十

宮

を

出

家

さ

せ

る

の

で

は

な

く

再

縁

さ

せ

よ

う

と

考

え

て

い

た

も

の

と

推

定

で

き

る

。
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三

．

吉

子

内

親

王

と

尾

張

家

 

 

先

に

述

べ

た

よ

う

に

宗

春

の

兄

の

吉

通

の

正

室

の

瑞

祥

院
（

輔

姫

）

は

、

九

条

家

か

ら

輿

入

れ

し

た

。
そ

の

母

益

子

内

親

王

は

、
後

西

天

皇

の

第

十

皇

女

で

霊

元

天

皇

の

猶

子

と

な

っ

て

九

条

家

に

嫁

い

だ

。

即

ち

益

子

は

、

吉

子

と

姉

妹

。

吉

子

は

、

宗

春

か

ら

見

れ

ば

兄

嫁

の

叔

母

に

当

た

る

。

さ

ら

に

九

条

家

に

は

吉

通

の

娘

の

千

が

嫁

い

で

い

る

か

ら

宗

春

の

姪

の

叔

母

で

も

あ

る

。

霊

元

院

に

縁

組

を

申

し

入

れ

る

筋

は

、

十

分

に

整

っ

て

い

た

。

 

 

以

下

に

享

保

十

六

（

一

七

三

一

）

年

か

ら

翌

年

に

か

け

て

の

経

過

を

追

っ

て

み

る

。

 

 

官

位

叙

任

の

御

礼

の

た

め

に

、

享

保

十

六

年

正

月

に

尾

張

家

重

臣

渡

辺

半

蔵

、

同

三

月

に

鈴

木

明

雅

が

上

京＊

１

し

て

お

り

、

縁

組

の

交

渉

機

会

は

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

 

（ 図 １ ）  
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当

時

の

九

条

家

の

状

況

は

か

な

り

心

細

い

も

の

だ

っ

た

ろ

う

。

千

の

夫

君

の

内

大

臣

幸

教

、

そ

の

父

で

摂

政

、

関

白

も

務

め

た

輔

実

が

相

次

い

で

亡

く

な

り

、

幸

教

の

遺

児

稙

基

は

未

だ

七

歳

と

幼

か

っ

た

。

 

尾

張

家

重

臣

ら

か

ら

九

条

家

の

苦

境

が

宗

春

に

報

告

さ

れ

た

の

だ

ろ

う

。「

享

保

十

六

年

八

月

 

京

の

九

条

殿

本

殿

修

復

着

手

、
宗

春

よ

り

三

千

両

ほ

ど

寄

付＊

２

」

さ

れ

た

。

時

期

と

筋

か

ら

し

て

宮

中

へ

の

働

き

か

け

工

作

に

対

す

る

返

礼

と

も

見

え

る

。

 

相

手

の

死

に

よ

っ

て

婚

約

破

棄

と

な

っ

た

姫

の

再

縁

は

高

貴

で

あ

る

ほ

ど

難

し

い

。

婚

約

者

の

相

次

ぐ

死

で

輿

入

れ

が

遅

れ

た

養

女

竹

姫

の

縁

組

で

苦

労

し

た

将

軍

吉

宗

は

、

そ

れ

を

知

っ

て

い

た

は

ず

だ

が

、

吉

子

を

将

軍

家

に

迎

え

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

嫡

男

家

重

に

は

享

保

十

六

年

十

二

月

、

父

祖

同

様

に

伏

見

宮

の

女

王

が

輿

入

れ

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

た

か

ら

だ

。

 

一

度

は

徳

川

家

と

縁

づ

い

た

皇

女

で

あ

り

、

兄

筋

の

将

軍

家

が

貰

わ

ぬ

と

い

う

の

な

ら

弟

筋

の

尾

張

家

で

正

室

と

し

て

迎

え

ま

し

ょ

う

、

と

い

う

の

は

人

道

に

沿

っ

て

い

る

と

い

え

よ

う

。

 

た

だ

し

、
実

現

す

れ

ば

次

期

将

軍

の

正

室

が

女

王

な

の

だ

か

ら

、

新

た

に

逆

転

現

象

が

生

じ

る

。

そ

れ

が

新

た

な

諍

い

の

種

と

な

れ

ば

、

そ

の

矛

先

は

朝

廷

に

向

け

ら

れ

る

こ

と

必

至

だ

か

ら

、

晩

年
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の

霊

元

院

は

尾

張

へ

の

輿

入

れ

に

は

慎

重

で

あ

っ

た

ろ

う

。

 
享

保

十

七

年

の

正

月

、

京

四

条

で

は

宗

春

の

姿

を

写

し

た

歌

舞

伎

「

傾

城

妻

恋

桜

」

が

大

当

た

り

し

た

。

同

時

期

に

珍

し

く

霊

元

院

は

吉

子

邸

へ

御

幸

し

て

い

る

。

 

同

年

八

月

に

霊

元

院

が

崩

御

。

吉

子

内

親

王

は

、

二

月

後

、

落

飾

し

た

。

 

親

の

死

で

子

が

出

家

す

る

と

い

う

の

も

奇

妙

な

話

で

あ

る

。

夫

君

の

死

に

際

し

落

飾

す

る

な

ら

ま

だ

分

か

る

が

、

吉

子

の

母

で

あ

る

松

室

敦

子

が

落

飾

し

た

と

い

う

史

料

も

見

当

た

ら

な

か

っ

た

。

院

の

崩

御

と

出

家

の

間

に

二

月

余

り

あ

る

こ

と

か

ら

察

す

る

に

自

ら

の

意

志

で

は

な

く

、

崩

御

を

契

機

と

し

て

出

家

さ

せ

ら

れ

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

 

 

以

上

を

年

譜

に

ま

と

め

る

。

 

➢
 

享

保

十

五
（

一

七

三

〇

）
年

十

一

月

 

通

春

が

兄

の

遺

領

を

相

続

し

尾

張

家

七

代

と

な

る

 

➢
 

享

保

十

六
（

一

七

三

一

）
年

正

月

 

万

石

以

上

格

の

渡

辺

半

蔵

綱

保

が

京

に

上

り

、

位

記

・

宣

旨

・

口

宣

案

を

賜

り

、

参

内

の

う

え

、

朝

廷

に

お

礼＊

３ 

➢
 

同

年

三

月

 

年

寄

鈴

木

明

雅

が

中

御

門

天

皇

、
霊

元

院

と

昭
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仁

親

王

に

参

議

昇

進

の

お

礼＊

４ 

➢
 

同

年

八

月

 

九

条

家

へ

三

千

両

寄

付＊

５ 

➢
 

同

年

十

二

月

 

家

重

と

伏

見

宮

女

王

と

の

婚

儀

 

➢
 

享

保

十

七

（

一

七

三

二

）

年

正

月

 

京

四

条

で

「

傾

城

妻

恋

桜

」

上

演＊

６ 

➢
 

同

月

 

吉

子

内

親

王

御

所

へ

霊

元

院

が

御

幸＊

７ 

➢
 

同

年

八

月

 

霊

元

院

崩

御

 

➢
 

同

年

十

月

 

吉

子

内

親

王

出

家＊

８ 

 

三

．

阿

薫

和

歌

集

跋

文

へ

の

疑

義

 

本

人

の

死

後

に

冷

泉

宗

家

、

為

村

、

為

泰

と

い

っ

た

歌

の

上

手

の

添

削

に

よ

る

四

千

二

百

首

が

編

ま

れ

た

「

阿

薫

和

歌

集

」

は

、

鶴

舞

図

書

館

河

村

文

庫

（

以

降

「

河

村

本

」
）

と

蓬

左

文

庫

の

蟹

江

慶

次

郎

旧

蔵

書

（

以

降

「

蟹

江

本

」
）

に

あ

る

。

蓬

左

文

庫

に

は

別

に

河

村

本

の

写

本

（

昭

和

九

年

）

が

あ

る

。

 

 

河

村

本

の

伊

藤

将

親

に

よ

る

跋

文

の

冒

頭

を

以

下

に

引

用

す

る

。

（

改

行

お

よ

び

句

読

点

は

筆

者

に

よ

る

）

 

宝

泉

院

阿

薫

芳

負

禅

定

尼

諱

は

華

子

和

泉

と

称

す

。

猪

甘

氏

に

し

て

其

先

近

江

の

人

成

り

。

は

じ

め

織

田

家

に

つ

か

へ

、

の

ち

豊

臣

の

家

臣

と

成

り

、
両

家

滅

亡

の

後

、
都

に

出

て

代

々
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処

士

た

り

。

父

を

宗

貞

と

い

ふ

。

母

は

鈴

木

氏

。

正

徳

五

年

乙

未

三

月

十

六

日

に

父

の

家

に

生

れ

給

ふ

。

享

保

十

七

年

壬

子

十

月

、

章

善

院

殿

の

殿

内

に

入

給

ふ

。

尼

公

容

儀

す

ぐ

れ

て

婦

徳

を

お

さ

め

小

星

の

光

お

は

す

。

公

御

国

務

の

時

よ

り

位

遁

れ

給

ふ

後

ま

で

左

右

に

侍

り

て

采

蘩

の

助

け

ま

し

ま

す

。

戴

公

殊

に

其

労

を

賞

し

意

を

給

ひ

品

秩

お

よ

そ

夫

人

の

礼

に

准

じ

さ

せ

給

ふ

。

今

の

殿

に

成

り

て

も

厚

遇

亦

同

じ

・

・

・

 

 

阿

薫

の

諱

は

華

子

、

和

泉

。

家

は

猪

甘

い

か

い

氏

、

近

江

の

出

で

織

豊

の

家

臣

だ

っ

た

が

後

は

都

で

代

々

浪

人

だ

っ

た

。

父

は

宗

貞

、

母

は

鈴

木

氏

の

出

。

正

徳

五

年

に

生

れ

、

享

保

十

七

年

十

月

に

章

善

院

（

宗

春

）

の

側

室

と

な

っ

た

。

容

貌

優

れ

て

、

徳

が

あ

り

、

き

ら

り

と

光

る

も

の

が

あ

る

。

宗

春

が

藩

主

で

あ

っ

た

時

か

ら

隠

居

の

後

ま

で

側

に

あ

り

夫

人

と

し

て

の

務

め

を

果

た

し

た

。

宗

勝

は

特

に

そ

の

労

を

賞

で

正

室

同

様

に

遇

し

た

。

宗

睦

も

同

じ

く

厚

遇

し

た

。

 

隠

居

後

も

側

室

の

中

で

た

だ

一

人

連

れ

添

っ

た

特

別

な

側

室

で

あ

っ

た

こ

と

を

語

っ

て

い

る

。

 

 

婦

徳

が

あ

り

、

和

歌

を

好

み

、

正

室

同

様

た

り

え

た

と

い

う

部

分

は

、

実

際

に

和

歌

集

が

あ

る

こ

と

か

ら

も

あ

る

程

度

信

頼

で

き
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る

が

、

出

自

の

部

分

は

疑

わ

し

い

。

 
近

江

の

猪

飼

氏

と

い

え

ば

明

智

光

秀

に

従

っ

た

堅

田

の

土

豪

を

想

起

さ

せ

る

。

江

戸

時

代

に

南

近

江

の

代

官

と

し

て

仕

え

た

家

も

あ

っ

た

が

、

宗

貞

は

代

々

牢

人

だ

っ

た

と

い

う

。

代

々

牢

人

の

家

で

婦

徳

と

教

養

の

あ

る

女

性

が

育

つ

と

は

俄

か

に

は

信

じ

が

た

い

。 

 

後

の

こ

と

に

な

る

が

、

こ

の

猪

飼

（

猪

甘

）

姓

は

、

宗

春

の

菩

提

を

弔

う

無

量

寿

院

の

尼

住

職

が

代

々

名

乗

っ

た＊

９

姓

で

あ

る

こ

と

を

こ

こ

で

付

言

し

て

お

く

。

 

 

武

家

諸

法

度

は

、

一

万

石

以

上

の

大

名

が

私

に

婚

姻

す

る

こ

と

を

禁

じ

、

公

家

と

の

婚

姻

は

、

奉

行

所

に

届

け

指

図

を

受

け

よ

、

と

の

附

則

が

あ

る

。

公

家

を

名

乗

れ

ば

詮

索

さ

れ

、

関

ヶ

原

の

勝

者

側

の

武

将

の

末

裔

と

す

れ

ば

、

同

族

に

照

会

す

る

者

が

現

れ

る

か

も

し

れ

な

い

。

織

豊

側

の

牢

人

と

し

た

の

は

、

素

性

の

探

索

を

逃

れ

る

意

図

が

あ

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

 

も

っ

と

も

注

目

す

べ

き

は

奥

に

入

っ

た

年

月

で

あ

る

。

享

保

十

七

年

十

月

―
―

こ

れ

は

ま

さ

に

吉

子

が

落

飾

し

た

と

さ

れ

る

年

月

と

一

致

す

る

。

 

因

み

に

吉

子

が

正

徳

四

（

一

七

一

四

）

年

八

月

二

十

二

日

生

ま

れ

な

の

で

、

阿

薫

は

七

ヶ

月

ほ

ど

年

下

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

 

果

た

し

て

、

京

か

ら

来

た

阿

薫

は

、

吉

子

の

出

家

と

関

連

が

あ
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る

の

だ

ろ

う

か

。

阿

薫

に

仕

え

て

い

た

官

女

だ

っ

た

の

か

？

 
結

論

か

ら

先

に

言

え

ば

、

阿

薫

は

、

吉

子

本

人

で

あ

っ

た

と

筆

者

は

考

え

て

い

る

。

即

ち

、

出

家

し

た

の

は

他

の

誰

か

で

吉

子

本

人

は

敢

え

て

側

室

と

し

て

宗

春

の

後

宮

に

入

っ

た

の

で

あ

る

。

 

俄

か

に

は

信

じ

が

た

い

こ

と

か

も

し

れ

な

い

が

、

こ

う

仮

定

す

る

と

奇

異

に

見

え

た

宗

春

の

行

動

に

も

合

点

が

い

く

。

 

ひ

と

つ

は

、

正

室

を

迎

え

ず

、

定

め

よ

う

と

も

し

な

か

っ

た

こ

と

。

阿

薫

を

正

室

と

定

め

れ

ば

出

自

を

厳

し

く

詮

索

さ

れ

る

だ

ろ

う

。

こ

の

上

な

い

室

を

迎

え

た

以

上

、

そ

の

上

の

出

自

の

室

な

ど

求

め

る

べ

く

も

な

い

。

 

さ

ら

に

、

乾

御

殿

の

造

営

も

以

下

の

よ

う

に

理

解

で

き

る

。

 

 

四

．

乾

御

殿

の

意

図

 

乾

御

殿

の

建

設

は

宗

春

の

失

政

の

一

つ

に

数

え

ら

れ

る

。

 

当

主

の

住

ま

い

と

し

て

二

之

丸

御

殿

が

あ

り

、

先

代

継

友

が

棄

却

し

た

下

屋

敷

を

新

築

*

１

０

し

た

ば

か

り

な

の

に

、

な

ぜ

さ

ら

に

御

殿

が

必

要

だ

っ

た

の

か

。

そ

し

て

、

ど

れ

ほ

ど

の

規

模

だ

っ

た

の

だ

ろ

う

。

 

 

『

金

府

紀

較

抄

』

享

保

二

十

（

一

七

三

五

）

年

の

記

事

を

引

用
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す

る

。
 

 
去

丑

年

末

広

町

下

の

切

西

側

 

若

宮

よ

り

下

 

表

口

三

間

の

家

御

買

上

に

成
 

御

慰

所

出

来

 

已

後

両

隣

へ

広

が

り

表

口

拾

弐

三

間

の

家

 

女

中

も

大

分

集

り

候

処

 

当

春

御

上

国

已

後

 

右

の

家

不

残

崩

し
 

表

裏

共

板

囲

に

成

 

右

之

御

見

物

所

之

替

と

し

て
 

当

秋

巾

下

西

御

屋

敷

之

内

御

殿

出

来

致

 

是

も

御

下

屋

敷

同

前

之

御

作

事

に

而

是

を

乾

御

殿

と

云

 

 

享

保

十

八

（

一

七

三

三

）

年

に

落

成

し

た

い

わ

ゆ

る

「

此

の

国

屋

」

を

享

保

二

十

（

一

七

三

五

）

年

春

に

取

り

壊

し

て

、

乾

御

殿

の

建

物

部

分

が

同

年

秋

に

で

き

た

、

と

い

う

。

お

そ

ら

く

部

材

を

流

用

し

た

の

だ

ろ

う

。

 

ま

ず

、

乾

御

殿

の

場

所

を

考

え

て

み

た

い

。

 

『

金

城

温

故

録

』

は

、

乾

御

殿

を

西

御

深

井

の

最

初

の

御

殿

だ

と

す

る

。

同

書

が

西

御

深

井

を

「

御

深

井

御

庭

曲

輪

外

の

方

、

西

に

当

れ

る

地

」

と

す

る

の

は

ま

さ

に

城

か

ら

北

西

で

乾

と

い

う

名

前

に

相

応

し

い

が

、

巾

下

か

ら

は

北

方

に

離

れ

て

い

る

。

ま

た

、

「

享

保

十

四

酉

年

名

護

屋

絵

図＊
１
１

」

を

み

て

も

当

該

地

に

御

殿

地

に
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相

応

し

い

ま

と

ま

っ

た

地

所

は

見

当

た

ら

な

い

。

 
同

地

図

の

巾

下

あ

た

り

（

図

２

）

を

探

す

と

円

頓

寺

の

北

に

家

臣

の

領

地

が

あ

る

。

渡

辺

半

蔵

、

中

条

信

濃

、

後

藤

弥

次

右

衛

門

の

領

地

を

併

せ

る

と

同

地

図

上

で

名

古

屋

城

本

丸

ほ

ど

の

広

さ

に

な

る

。

さ

ら

に

遡

れ

ば

尾

張

支

藩

高

須

家

の

屋

敷

地

で

あ

っ

た＊
１
２

こ

と

を

考

え

る

と

地

勢

も

良

か

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

 

『

稿

本

藩

士

名

寄

』

の

星

野

織

部

の

記

事

に

「

享

保

十

九

年

十

二

月

十

八

日

 

中

条

金

四

郎＊
１
３

江

御

預

之

巾

下

年

貢

地

屋

敷

御

引

上

織

部

扣

屋

敷

被

下

置

」

と

あ

る

。
『

夢

之

跡＊
１
４

』

で

は

、
「

巾

下

日

置

川

並

辺

中

屋

敷

等

建

之

」
と

織

部

の

中

屋

敷

を

建

て

た

と

す

る

が

、

乾

御

殿

の

一

部

と

し

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

 

（ 図 ２ ）  
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渡

辺

半

蔵

の

領

地

は

、
後

に

宗

春

の

四

女

頼

君

の

屋

敷

地

と

な

り

宝

暦

十

（

一

七

六

〇

）
年

ま

で

屋

敷

が

あ

っ

た

。

後

に

「

御

姫

様

屋

敷

」
と

呼

ば

れ

、「

比ひ

米め

町ま

ち

」＊
１
５

と

い

う

地

名

の

元

と

な

っ

た

。
歴

代

藩

主

の

姫

が

住

む

丸

の

内

か

ら

離

れ

た

屋

敷

に

他

な

ら

ぬ

宗

春

の

娘

が

住

ん

で

い

た

と

な

る

と

、
当

該

地

が

乾

御

殿

の

一

部

で

あ

っ

た

可

能

性

は

極

め

て

高

い

と

い

え

よ

う

。

 

次

に

御

殿

の

内

容

だ

が

、
『

夢

之

跡

』

に

よ

れ

ば

、

屋

敷

の

庭

に

は

築

山

や

寺

社

を

造

り

、

木

・

草

花

を

吟

味

し

て

元

文

二

（

一

七

三

七

）

年

に

至

る

ま

で

時

間

を

か

け

て

多

く

の

草

木

・

石

・

竹

が
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運

び

込

ま

れ

、

菊

畑

も

あ

っ

た

と

い

う

か

ら

、
『

金

府

紀

較

抄

』

の

伝

え

る

と

お

り

江

戸

戸

山

の

下

屋

敷

や

名

古

屋

下

屋

敷

の

よ

う

な

回

遊

式

大

名

庭

園

が

企

図

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

 

下

屋

敷

が

あ

る

の

に

な

ぜ

同

様

の

御

殿

を

必

要

と

し

た

か

を

明

確

に

説

明

で

き

る

者

は

居

な

か

っ

た

か

ら

、

無

駄

な

浪

費

に

見

え

批

判

が

あ

っ

た

の

だ

ろ

う

。

 

乾

御

殿

は

阿

薫

、

す

な

わ

ち

吉

子

内

親

王

の

た

め

に

造

営

さ

れ

た

と

筆

者

は

考

え

る

。

 

将

軍

の

息

女

を

正

室

に

迎

え

る

大

名

家

は

、

守

殿

を

新

た

に

造

営

し

た

も

の

だ

。

ま

し

て

や

皇

女

を

迎

え

る

の

だ

か

ら

新

御

殿

を

建

て

る

の

は

当

時

の

常

識

で

あ

っ

た

だ

ろ

う

。

 

理

由

を

明

ら

か

に

で

き

な

い

宗

春

の

胸

の

内

は

い

か

ば

か

り

だ

っ

た

ろ

う

。

 

阿

薫

＝

吉

子

説

の

外

堀

は

埋

ま

っ

た

感

が

あ

る

が

、

こ

こ

ま

で

は

状

況

証

拠

ば

か

り

で

は

あ

る

。

 

 

実

際

に

縁

組

に

動

い

た

の

は

家

臣

だ

っ

た

の

だ

か

ら

、

阿

薫

の

正

体

を

知

る

者

は

必

ず

い

た

は

ず

だ

。

 

 

五

．

阿

薫

和

歌

集

序

文

の

暗

号

 

知

っ

て

い

る

秘

密

を

伝

え

た

い

の

だ

が

、

あ

か

ら

さ

ま

に

伝

え
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る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

、

人

は

ど

の

よ

う

に

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

残

す

の

だ

ろ

う

。

 

 

阿

薫

の

出

自

に

つ

い

て

は

先

に

挙

げ

た

跋

文

に

詳

し

い

の

だ

が

、

阿

薫

和

歌

集

に

は

真

名

序

が

あ

る

。

 

筆

者

は

、

当

初

、

衣

通

そ

と

お

り

姫ひ

め

や

小

野

小

町

に

言

及

す

る

冗

漫

な

真

名

序

を

軽

視

し

存

在

意

義

を

認

め

て

い

な

か

っ

た

の

だ

が

、

ぼ

ん

や

り

と

「

な

が

め

て

」

い

た

時

に

そ

れ
．

．
に

気

づ

い

た

。

 

 

序

文

の

作

者

は

岡

田

挺

之

。

別

名

を

新

川

、

仙

太

郎

と

い

う

儒

者

で

あ

る

。

元

文

二

（

一

七

三

七

）

年

に

生

ま

れ

、

松

平

君

山

に

学

び

、

天

明

三

（

一

七

八

三

）

年

藩

校

明

倫

堂

の

教

授

と

な

り

、

寛

政

四

（

一

七

九

二

）

年

に

は

督

学

と

な

り

、

歴

史

編

纂

所

継

述

館

総

裁

も

つ

と

め

た＊
１
６

。

 

冒

頭

部

分

を

河

村

本

か

ら

そ

の

ま

ま

引

用

す

る

。

 

 

 

三

十

一

字

之

製

猶

如

唐

詩

之

有

律

絶

也

矩

矱

一

定

 

 

不

復

可

易

蓋

自

衣

通

姫

居

三

神

之

一

小

野

氏

預

六

 

 

仙

之

班

工

是

製

者

多

出

女

流

亦

以

其

繊

麗

之

辭

與

 

 

洞

房

窈

窕

之

人

相

宜

乎

阿

薫

集

者

寶

泉

夫

人

所

製

 

 

也

夫

人

猪

飼

氏

諱

華

子

家

于

平

安

選

入

 

 

章

善

公

後

庭

有

寵
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公

薨

夫

人

下

髪

為

尼

守

節

終

身

性

好

読

書

工

干

臨

 

 

・

・

・
 

 

一

行

を

十

九

文

字

に

揃

え

て

書

か

れ

、
宗

春

を

表

す
「

章

善

公

」

と

「

公

」

を

平

出

に

し

て

改

行

し

て

い

る

。

因

み

に

河

村

本

の

写

本

（

昭

和

九

年

）

は

、

一

行

の

文

字

数

に

拘

り

な

く

文

字

の

み

を

写

し

て

い

る

。

 

和

歌

三

神

の

一

人

で

あ

る

衣

通

そ

と

お

り

姫ひ

め

と

六

歌

仙

の

一

人

で

あ

る

小

野

小

町

と

を

挙

げ

女

流

歌

人

が

才

色

兼

備

で

あ

っ

た

こ

と

か

ら

阿

薫

＝

宝

泉

院

へ

と

書

き

繋

い

で

い

る

。

出

自

情

報

は

あ

っ

さ

り

と

「

猪

飼

氏

、

諱

は

華

子

、

家

は

平

安

（

京

）
」

と

書

く

の

み

だ

。

 

文

に

別

の

意

味

を

隠

す

こ

と

は

、

七

文

字

ず

つ

区

切

っ

て

末

を

読

む

と

「

咎

無

く

て

死

す

」

と

読

め

る

い

ろ

は

歌

や

伊

勢

物

語

の

か

き

つ

ば

た

の

折

句

が

有

名

だ

が

、

漢

詩

に

も

折

句

の

よ

う

な

も

の

が

あ

り

蔵

頭

詩

と

い

う

ら

し

い

。

こ

の

序

文

は

漢

詩

で

は

な

い

が

、

大

切

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

蔵

し

て

い

る

。

 

 

 

読

者

諸

氏

は

も

う

お

気

付

き

だ

ろ

う

か

？

頭

文

字

を

右

か

ら

左

に

辿

る

と

「

仙

洞

也

」

と

読

め

る

。

仙

洞

御

所

は

、

京

都

御

所

に

隣

接

す

る

上

皇

の

住

ま

い

で

、

吉

子

の

出

生

地

で

あ

る

。

仙

洞

様
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は

、

永

ら

く

吉

子

の

父

霊

元

院

を

表

し

て

い

た

。

挺

之

は

、

こ

っ

そ

り

と

日

記

に

残

す

の

で

な

く

、

大

胆

に

も

阿

薫

の

和

歌

集

の

序

文

に

そ

の

出

自

を

隠

し

て

い

た

の

だ

。

 

念

の

た

め

に

蓬

左

文

庫

の

蟹

江

本

の

序

文

と

校

合

し

た

と

こ

ろ

、

引

用

し

た

部

分

で

は

最

後

の

行

に

の

み

異

同

が

あ

っ

た

。

 

公

薨

（

河

村

本

）

 

公

捐

館

舎

（

蟹

江

本

）

 

「

公

」

は

章

善

公

（

宗

春

）

を

指

す

。

す

な

わ

ち

宗

春

の

死

を

表

す

表

現

が

異

な

っ

て

い

る

。

 

序

文

に

あ

る

天

明

五

（

一

七

八

五

）

年

時

点

で

は

宗

春

の

謹

慎

処

分

は

継

続

し

て

い

た

か

ら

、

阿

薫

和

歌

集

の

正

本

で

は

貴

人

の

死

に

用

い

る

敬

語

を

避

け

て

「

捐

館

舎

」

が

用

い

ら

れ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

河

村

本

は

、

永

ら

く

宗

春

の

近

く

に

仕

え

た

河

村

復

太

郎

（

秀

根

）

が

書

写

し

た

際

、

御

三

家

当

主

だ

っ

た

人

の

死

に

相

応

し

い

敬

語

の

「

薨

」

に

書

き

直

し

た

も

の

と

考

え

た

い

。

従

っ

て

、

蟹

江

本

と

は

こ

の

行

以

降

で

改

行

に

ず

れ

が

生

じ

て

い

る

。

 

な

お

、

紙

が

劣

化

し

て

虫

食

い

も

多

い

河

村

本

に

対

し

、

蟹

江

本

は

紙

が

薄

く

文

字

も

整

っ

て

気

品

を

感

じ

る

。

先

に

指

摘

し

た

点

か

ら

も

お

そ

ら

く

蟹

江

本

が

正

本

に

忠

実

な

写

本

で

あ

る

か

、
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あ

る

い

は

十

八

巻

作

ら

れ

た

正

本

の

一

つ

で

あ

ろ

う

。

 
未

だ

赦

さ

れ

て

い

な

い

宗

春

の

側

室

阿

薫

が

皇

女

で

あ

っ

た

と

書

き

残

す

こ

と

は

当

然

憚

ら

れ

た

。

そ

れ

で

も

岡

田

挺

之

は

、

端

的

に

吉

子

の

出

自

を

示

す

三

文

字

を

選

び

出

し

、

工

夫

を

凝

ら

し

て

平

出

の

な

い

冒

頭

部

分

の

頭

字

に

蔵

し

た

。

 

元

文

に

生

れ

た

挺

之

は

、

自

ら

縁

組

に

関

わ

っ

た

わ

け

で

は

な

い

の

に

、

な

ぜ

苦

心

し

て

こ

れ

を

伝

え

よ

う

と

し

た

の

か

？

 

残

念

な

が

ら

利

害

関

係

は

み

つ

か

ら

な

か

っ

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

表

立

っ

て

は

記

せ

な

い

状

況

下

で

、

何

と

か

し

て

真

実

を

伝

え

た

い

、

と

の

想

い

は

そ

れ

だ

け

で

立

派

な

動

機

で

は

な

か

ろ

う

か

。

歴

史

を

研

究

す

る

者

な

ら

共

感

し

て

い

た

だ

け

る

こ

と

と

思

う

。

六

歌

仙

と

書

か

ず

「

六

仙

」

と

し

た

り

、

艶

め

か

し

さ

が

漂

う

「

洞

房

窈

窕

」

を

敢

え

て

使

っ

た

り

し

て

頭

文

字

を

無

理

矢

理

合

わ

せ

た

違

和

感

は

、

逆

に

気

付

か

せ

る

た

め

の

挺

之

の

狙

い

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

 

も

ち

ろ

ん

、

筆

者

は

、

こ

れ

が

偶

然

の

文

字

の

並

び

と

い

う

可

能

性

を

否

定

す

る

つ

も

り

は

な

い

。

浅

学

ゆ

え

に

偶

々

「

な

が

め

て

」

い

て

気

付

い

た

に

過

ぎ

な

い

。

阿

薫

和

歌

集

本

文

や

岡

田

挺

之

、

書

誌

学

の

見

地

か

ら

も

今

後

の

研

究

が

進

展

す

る

こ

と

を

心

か

ら

期

待

す

る

。
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六

．

む

す

び

 

 

尾

崎

久

弥

氏

は

『

徳

川

宗

春

年

譜

』

の

あ

と

が

き

で

無

量

寿

院

の

江

戸

期

の

住

職

に

つ

い

て

「

京

都

か

ら

某

宮

家

の

姫

を

住

職

と

し

て

代

々

迎

へ

、

ま

た

尾

張

家

上

女

中

の

隠

居

所

で

も

あ

り

、

長

屋

が

あ

つ

て

別

当

も

住

み

、
住

職

は

駕

籠

で

登

城

し

た

と

。（

駕

籠

が

用

意

さ

れ

た

の

は

、

こ

の

寺

の

性

質

と

し

て

当

然

。
）
」

と

記

し

て

い

る

。

出

典

は

不

明

だ

が

、

次

に

住

職

の

戒

誠

尼

と

の

会

談

の

様

子

が

書

か

れ

て

い

る

か

ら

、

寺

に

伝

承

さ

れ

た

話

で

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

 

 

当

時

、

皇

女

の

嫁

ぎ

先

は

宮

家

と

五

摂

家

し

か

な

か

っ

た

。

 

意

を

決

し

降

嫁

し

た

吉

子

を

前

に

し

て

、

当

初

、

家

格

を

上

昇

さ

せ

る

た

め

の

政

略

結

婚

を

目

論

ん

で

い

た

宗

春

は

、

深

く

恥

じ

た

こ

と

だ

ろ

う

。

そ

し

て

、

名

を

捨

て

て

実

を

と

っ

た

の

だ

。

 

運

命

に

抗

い

内

親

王

の

身

分

を

捨

て

て

敢

え

て

側

室

と

し

て

嫁

し

た

女

と

、

そ

れ

を

敢

え

て

一

人

の

女

と

し

て

迎

え

た

男

。

イ

エ

制

度

の

束

縛

を

離

れ

た

個

人

の

意

志

に

よ

る

婚

姻

で

あ

っ

た

。

 

 

＊

１

 

白

根

孝

胤

「

徳

川

宗

春

の

家

督

相

続

・

官

位

叙

任

と

幕

藩

関

係

」
（
『

近

世

名

古

屋

享

元

絵

巻

の

世

界

』

二

〇

〇

七

年

 

清

文
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堂

出

版

）

 

＊

２

 
尾

崎

久

弥

『

徳

川

宗

春

年

譜

』

一

九

五

七

年

 

名

古

屋

市

経

済

局

 

＊

３

 

＊

１

に

同

じ
 

＊

４

 

＊

１

に

同

じ

 

＊

５

 

＊

２

に

同

じ

 

＊

６

 

『

歌

舞

伎

年

表

』
（

一

九

七

三

年

 

岩

波

書

店

）

に

外

題

な

し

で

「

京

、

小

六

座

、

二

の

替

り

。

八

重

桐

引

込

み

し

も

、

助

五

郎

踏

止

ま

り

、

二

の

替

大

当

。

牛

に

の

っ

た

絵

人

形

等

、

助

五

郎

の

姿

を

写

し

て

諸

国

ま

で

弘
〔
マ
マ
〕

ま

る

」

と

あ

る

。

 

＊

７

 

「

院

中

番

所

日

記

」「

仙

洞

女

房

日

記

」（
『

霊

元

天

皇

実

録

』

二

〇

〇

五

年

 

ゆ

ま

に

書

房

）

 

＊

８

 

「

御

系

譜

」
（
『

霊

元

天

皇

実

録

』

二

〇

〇

五

年

 

ゆ

ま

に

書

房

）

 

＊

９

 

＊

２

の

「

あ

と

が

き

」

 

＊

１

０

 

『

尾

藩

世

紀

』

享

保

十

六

年

七

月

に

「

又

先

代

毀

た

れ

た

る

下

邸

、

再

興

せ

ら

る

」

と

あ

る

。

 

＊

１

１

 

愛

知

県

図

書

館

蔵

 

＊

１

２

 

『

名

古

屋

城

下

図

』
（

元

禄

年

間

）

名

古

屋

市

史

編

纂

史

料

 



p. 21 「徳川宗春側室阿薫の出自」 

 

＊

１

３
 

中

条

信

濃

の

二

代

後

の

康

篤

 

＊

１

４

 
名

古

屋

市

史

編

纂

資

料

 

＊

１

５

 

『

名

古

屋

市

史

地

理

編

』

一

九

一

六

年

 

＊

１

６

 

『

講

談

社

デ

ジ

タ

ル

版

 

日

本

人

名

大

辞

典

+
P

l
u

s

』

 

（

お

お

の

・

た

け

る

 

歴

史

小

説

作

家

）

 


